
「セキュリティトラック」に頂いた質問と回答
項番 講演名 質問 回答

1
倫倫姫の情報セキュリティ教室アッ
プデート2023: 概要と新シナリオ

倫倫姫の情報セキュリティ教室を利⽤させて頂いております。ありがとう
ございます。先⽣向けの倫倫姫の情報セキュリティ教室を作成して頂く予
定はありますでしょうか。

倫倫姫の情報セキュリティ教室をご利⽤くださいまして、ありがとうござ
います。 誠に申し訳ございませんが、現在のところ、倫倫姫の情報セ
キュリティ教室では、先⽣向けの教材作成は予定しておりません。 教職
員⽤の教材につきましては、情報セキュリティポリシー推進委員会の⽅
で、⼤学間で問題プールを共有できるよう検討しようとしておりますの
で、まずは、こちらの動向を追っていただけますと幸いです。

2
倫倫姫の情報セキュリティ教室アッ
プデート2023: 概要と新シナリオ

倫倫姫への質問です．⼤変ありがたい取り組みで，現在，全学的に利活⽤
できないか検討しているのですが，SCORM教材のファイルデータの提供
（の予定）はありますでしょうか．

全学的な活⽤をご検討くださいましてありがとうございます。
申し訳ございませんが、現在、SCORM教材ファイルデータを提供予定は
ございませんので、ご紹介させていただきましたとおり、学認LMSをご利
⽤いただければ幸いです。

3
⾼等教育機関の情報セキュリティ対
策のためのサンプル規程集のアップ
デートと⼤学での活⽤に向けて

サンプル規定集/個⼈情報保護について質問です．事前の同意・オプトイ
ンが必要という点に異論はないのですが，タイミングが⼊学・⼊職の⼿続
き時では，事実上オプトアウトできない事項だと思います．受験・公募時
に公⽰する必要がある，というような観点はあるのでしょうか．

学⽣については⼊学前からアカウント発⾏しているところも増えてきてお
り、⼊学・⼊職の⼿続きに⾄る前の、受験・公募の⼿続きの段階で表⽰す
る⽤途に含めて同意を取っておくことが理想であり、そのような整理に向
けて学務や⼈事担当と整理を進める必要があると考えます。

4
⾼等教育機関の情報セキュリティ対
策のためのサンプル規程集のアップ
デートと⼤学での活⽤に向けて

問題プールがあるととても良いと思いますが、プールに貢献しようとする
と教職員が作成したものしか出せない可能性が⾼い。業者に作成させたも
のは外部に出せないし、その⽬的外に使⽤できない可能性が⾼い。今まで
の問題を参考にしつつ⾃分で考えたとしても、簡易な問題では内容が同じ
になってしまう可能性が⾼く、著作権的な問題を避けるのが⼤変そう。ま
た、各機関の事情に合わせて問題プールの問題を変更して利⽤することも
当然に必要になる。こういう事はあるが、少しづつでもPDS的な問題を蓄
積していくような仕組みがあるとよいと思う。

コメントありがとうございます。各⼤学の事情にあった問題の提供は容易
ではありませんが、まずは参考にできるものを共有するところから、著作
権等の扱いについて了解した上で本活動にご参加頂くような形で進めて⾏
ければと思います。

5 NII-SOCS 第⼆期

ご説明、ありがとうございます。NII SOCS 第2期も、やはり国⽴⼤学さん
のみが対象なのでしょうか？遅延起爆型マルウエアだけでも、検知できる
か不安なのに、SINETを利⽤する⼤学への横展開もあり得るというお話を
お聞きし、更に不安が増してしまいました…。

NII-SOCS 第⼆期も、対象は国⽴⼤学法⼈等(＊)のみとなります。申し訳
ございません。
対象外の機関（私⽴⼤学・公⽴⼤学・病院など）の通信観測を可能にして
サービス対象を拡⼤する議論は、
・法律の壁
・予算措置の経緯
・対象外の機関で賛否が分かれている
などがあり、保留となっています。

(＊) 国⽴⼤学法⼈＋⼤学共同利⽤機関法⼈

6 NII-SOCS 第⼆期

NII-SOCSの御説明ありがとうございました．通知⽅式を変更され，通知
数が減少している可能性があると御説明頂いたと思います．⾃動送信での
通知分についても変更されているのでしょうか?また，通知⽅式を変更さ
れた時期についてご教⽰願えませんでしょうか?

⾃動送信の通知分は、通知⽅式の変更はありません。

現状としては、特定の機関からに限らず、参加機関全体としても減ってい
る状況が⾒られています。
少なからず下記の影響があるかと想定しております。

・NII-SOCS 第⼆期でセンサーが変わったことで、通知対象の絞り込み⽅
も変わっていること。
・可能な限り、ある程度深刻なものを選んで通知するよう、参加機関から
の報告などをもとに、必要に応じて監視条件の⾒直しを図っていること。
・情報収集源の変更や収集内容の変化などにより、通知判断の条件が変更
となる場合があること。

なお、今後につきましても、センサーの調整や新たな監視⼿法の取り⼊
れ・⾒直しなどに伴って、⼀時的に変動（増加または減少）が⼤きくなる
こともあるかと思いますが、ご了承いただけますようお願いいたします。


